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ツミのつがい外交尾の観察
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鳥類には１回の繁殖あたりの交尾回数が数10回から100回以上と非常に多い種がいる

(Ｍ‘ller＆Birkheadl991，上田1994)．そのような鳥はコロニー営巣性の種や猛禽類に多

い．Birkhead＆Ｍ帆ler（1992）は多回交尾は雄が自らの父性を守るための行動であると示

唆した．つまり，このような種では，採食地と営巣地が離れており，雄が採食のためなどに

雌を営巣場所に残して遠くに離れる必要があり，雌を常時，ほかの雄から防衛することがで

きず，つがい外交尾（EPC）がおきる頻度がほかの鳥に比べて高くなる．そのため，つがい

外交尾がおこっても父性を確保する確率を高くするために交尾回数が多いのだろうと考えた．

コロニー営巣性の鳥では，実際につがい外交尾が高頻度でおきていることが確かめられてい

るが（たとえばFUjioka＆Yamagishil981，Birkheadetaﾉ.1985,Frederickl987，Hunteret

aﾉ.1992)，猛禽類については，交尾行動などを詳細に観察することが難しいため，実際につ

がい外交尾がおきていることが確かめられているのはミサゴＲz”わ〃ｊＩａ胸e“（Birkhead＆

Lessellsl988)，エジプトワシノV､”"””e沈就叩彪γＷＳ（Don4zargraj.1994)，チョウゲンボウ

比ﾉ“〃””c"“（Komimiikiaaﾉ.1996)，ヒメチョウゲンボウ灰〃”加α""』（Negro”αｊ、

1992)，アメリカチョウゲンボウＲＷ”g流２８ｓ（VillaIToelaaﾉ.1998)，．チョウゲンボウＲ

ｃｏｊ郷加bα減蛎（Sodhil991）で，ＤＮＡ鑑定の結果つがい外交尾が推定されているものもハイ

タカＡ“秒”"js躯（Birkhead＆Ｍ'llerl992)，オオタカAgB”"iｓ（Gavinaaﾉ.1998）など

わずかしかない．

著者らは，1987年からツミＡ９脚j”isの繁殖生態について調査を行なっている（平野・君

島1992,平野1994，植田1996)．その過程でツミのつがい外交尾を観察したので報告する．

調査地および調査方法

調査は東京都多摩地区と栃木県宇都宮市で行なった．

東京都多摩地区では，国立市，小金井市，国分寺市，小平市，府中市の６か所の住宅地

に囲まれたクヌギＱ郷e”２８sα““”α，コナラＱ･ｓｅ”舷，アカマツ廠加妬叱'@s加0ｍなどを

主要樹種とする１～５ha程の雑木林で調査を行なった．樹高は10～１５ｍで，林床にはほと

んど植物は生えていない．

栃木県宇都宮市では，市中心街から西側の地域の面禰43.5km2の範囲で調査を行なった．

ツミの営巣場所は繁華街を含む住宅地に接した１～20haの雑木林でコナラやクヌギ．スギ
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Ｑ”如獅e”岬0”αz，ヒノキＣﾙα〃αg”a7fsO6加szz，サワラＣ〃.’is舵”，アカマツなどからな

っている．調査地の詳細は平野・君島（1992）を参照されたい．

東京での調査は1991年から1994年まで行ない，おもに交尾頻度がもっとも高い（植田ほ

か未発表）３月下旬から５月上旬にかけての，日の出から８時までの時間帯に調査を行なっ

た．それぞれの年の交尾期の観察時間は，1991年が78.3時間,1992年が29.2時間，1993年

が5.4時間，1994年は18時間，1995年は29時間だった缶

栃木県での調査は1991年より1998年まで，３月下旬から５月上旬にかけてのおもに午前４

時から９時のあいだに行なった．交尾期の観察時間は1991年が２１時間，1992年２１時間，

1993年70.3時間．1994年73.2時間，1995年64.2時間，1996年60.2時間，1997年41時間，

1998年24.3時間だった．

つがい外交尾であることの判定は，つがい雄がいるところに他雄が飛来して交尾した場合

か，成鳥羽と非成鳥羽のようにつがい雄と明らかに羽色が違う雄が飛来して交尾した場合を

つがい外交尾とした．また総排池孔の接触を伴った場合を交尾の成立とした．

結果および考察

東京では，つがい外交尾を除き1991年90回，1992年19回，1993年10回，1994年33回，

1995年17回のつがい交尾が成立したのを観察した．栃木では1991年21回，1992年17回，

1993年76回，1994年69回，1995年45回，1996年70回，1997年29回，1998年22回の交

尾の成立を確認した．

東京では他雄が飛来し，つがい外交尾を試みた例は３例観察された．うち１例は総排池孔

の接触があったとみられ，交尾が成立した．１例目は1995年５月９日小平市で観察された．

成鳥羽のつがい雄が雌から200ｍ程度離れている時に別の成鳥羽の雄が飛来し，すぐに交尾

を行なった．雌は尾を上げて交尾を受け入れ，総排池孔の接触もあったように見え交尾が成

立したものと思われた．交尾終了直後，つがい相手の雄がつがい外交尾を行なった雄を追い

払った．２例目は1994年５月１日に府中市で観察された．成鳥羽のつがい雄の不在時に非成

鳥羽の雄が飛来し，雌の上に乗ったが，雌は尾を下げたままで交尾を受け入れず，総排池孔

の接触は行なわれなかったものと思われた．３例目は1995年５月１０日に府中市で観察され

た．非成鳥羽の雄が成鳥羽のつがい雄が雌のそばにいるときにつがい外交尾を行なおうとし

たもので，侵入雄が鳴きながら近づいて雌の上に乗ろうとしたときに，つがい雄により追い

払われた．

宇都宮市では他雄が飛来し，つがい外交尾を試みた例は1991年４月９日に１例観察され

た．１０時45分頃，非成鳥羽の雄が飛来し，成鳥羽のつがい雄により追い払われた．１０時５５

分につがい雄は雌と交尾を行ない，雌から約３０ｍ程度離れた場所にとまった．１０時58分に，

羽色より４５分につがい雄に追い払われた個体と思われる非成鳥羽の雄が，つがい雄の反対

側から鳴きながら雌に接近し，雌に乗った．しかし，雌は交尾を受け入れず，振り払おうと

した．同時につがい雄が侵入雄を攻撃し，追い払った．
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本調査ではツミに個体識別のための標識をつけてはいないので，実際には上の観察例以外

にもつがい外交尾がおこっているにもかかわらず，著者らが「つがい相手との交尾」と認識

してしまっている可能性は否定できない．しかし，これ以外の交尾の観察例はすべて雌のそ

ばに長時間滞在している雄が行なうか，飛来してすぐに交尾した場合でも，その後その雄が

営巣林に長時間滞在するなど，つがい相手の雄と思われるもので，飛来して交尾を行なって

すぐにその営巣地を飛去するような，つがい外交尾の可能性の考えられるような例はなかっ

たシ以上のようなつがい交尾と考えられる518回の交尾の成立に対して，成立したつがい外

交尾は１例のみで，少なくとも調査地域のツミにおいては，つがい外交尾の頻度は低いと考

えられる．ツミの従来の繁殖地である低山帯ではどの程度つがい外交尾が起こっているのか

は明らかでない．しかしツミの生息密度は本調査地と比べて低山帯の方が低いと考えられて

いるので（平野・君島1992)，低山帯のつがい外交尾の頻度は本調査結果よりも低いと予想

される．

Villamroelg＃αﾉ．（1998）はアメリカチョウゲンボウの研究で本調査と同様につが以外交尾

の頻度が低いことを明らかにし，つがい相手の評価をするために多回交尾を行なっている可

能性を示唆した．ツミも観察時間１時間あたりに0.97回の交尾が成立する高頻度の交尾を行

なう種だが，本調査結果からでは多回交尾の機能についてはわからない．しかし，少なくと

も，つがい外交尾の頻度が高いためにつがい交尾の頻度が高いのではなく，その他の理由が

存在すると考えられた．

なお，東京での３例のつがい外交尾およびその試みが行なわれた時期は，受精確率が最も

高いと考えられる産卵期にあたっていたが，宇都宮市の例はあまり受精確率が高くないと考

えられる造巣初期だった．また，東京と宇都宮での非成鳥羽の個体によるつがい外交尾の試

みの３例は，周囲に非成鳥羽の繁殖雄はいなかったので，つがい相手のいる雄がつがい外交

尾を行なおうとしたのではなく，つがい相手のいない雄が交尾を試みたものと思われる．
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RecordsofextraPpaircopulationinJapaneselesserSpan℃whawks

MutsuyukiUetal＆'IbshiakiHirano2

1､Resea1℃ｈCenter,WildBirdSocietyofJapan､2-352Minamidaim,Hino,'Iblqm191.0041,Japan

２．Ｃ/o'mTomuro,2.315YOshino,Utsunomiya,Tbchigi320-0838,Japan

Weobservedl69paircopulations,oneextraPpaircopulation(EPC),and2EPCattemptsof

JapaneseLesserSpa面oWhaWksAc叩舵γglu地溝inasuburbanarEaof'Iblqﾉo・Wealsoobserved

349paircopulationsandoneEPCattemptinUtsunomiya,TochigiPrefecture・Thepatemity

assumncehypothesis⑱irkhead＆Mouerl992),whichsuggeststhatmalescopulatehPequently

toavoidbeingcuckolde｡,wasnotsupportedbecauseofthelowfrequencyofEPC(0.2％of

totalobservedcopulation)．
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